
令和９年度岩手県立大学入学者選抜の変更点について 

令和８年４月１日 

１ 四大  

 一般選抜、学校推薦型選抜 

   総合政策学部について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

募集人員 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 前期日程 ５０ 名 

後期日程 ２０ 名 

学校推薦型選抜 ３０ 名 

計 １００ 名 

 

 

 

大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点 

 

大学入学 

共通テスト 
個別学力検査等 

合計 

計 
提出 

書類 

総合 

問題 
計 

一般 

前期 
520 10 200 210 730 

一般 

後期 
320 10 200 210 530 

 

 

 

 

 

 

学校推薦型選抜の推薦人数 

推薦できる

人数 

定時制課程 

から追加推薦

できる人数 

通信制課程 

から追加推薦

できる人数 

２名以内 ＋１名 ＋１名 

 

 

 

 

募集人員 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 
前期日程 ５０ 名 

後期日程 １５ 名 

学校推薦型選抜 
［県内］ ３０ 名 

［全国］ ５ 名 

計 １００名 

 

 

大学入学共通テスト・学力検査等の配点 

 

大学入学 

共通テスト 
学力検査等 

合計 

計 総合問題 

一般 

前期 
520 200 720 

一般 

後期 
320 200 520 

 

※ 一般選抜前期日程、後期日程において、志望理由

書の提出と点数化を廃止します。 

※ 大学入学共通テストの教科・科目、配点は変更あ

りません。 

 

学校推薦型選抜の推薦人数 

推薦できる人数 

定時制課程 

から追加推薦

できる人数 

通信制課程 

から追加推薦

できる人数 

岩手県内高校 

[県内]２名以内 

[全国]１名 

 

岩手県外高校 

[全国]２名以内 

岩手県内高校 

[県内] +１名 

[全国] +１名 

 

岩手県外高校 

[全国] +１名 

岩手県内高校 

[県内]+１名 

[全国]+１名 

 

岩手県外高校 

[全国]+１名 

 

 

 

 

 

 



編入学試験 

  看護学部について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

募集人員 

定 員 

募 集 人 員 

一 般 推 薦 
助産師 

養成特別 

１０名 ４名 ３名 ３名 

 

区分：助産師養成特別 

出願資格 

次のＡ又はＢのいずれかに該当する者 

Ａ 次のすべてに該当する者 

 ①～⑥ （略） 

Ｂ 次のすべてに該当する者 

 ①～⑦ （略） 

（※１）（略） 

（※２）Ａ、Ｂいずれの場合も事前に単位認定調査を受ける

必要があります。 

 

 

 

選抜方法 

（略） 

（1）学力検査等の実施内容 

ア 看護学 

イ 面接（推薦書（出願資格Ａ）職場推薦書（出願資格Ｂ）、

学業成績証明書を面接資料とします。） 

 

募集人員 

定 員 

募 集 人 員 

一 般 推 薦 
助産師 

養成特別 

１０名 ６名 ３名 １名 

 

区分：助産師養成特別 

出願資格 

 

 

 

次のすべてに該当する者 

 ①～⑦ （略） 

（※１）（略） 

（※２）事前に単位認定調査を受ける必要があります。 

 

（注）従前の出願資格Ａを廃止し、出願資格Ｂの内容

に一本化しました。 

 

選抜方法 

（略） 

（1）学力検査等の実施内容 

ア 看護学 

イ 面接（職場推薦書、学業成績証明書を面接資料

とします。） 

 

 

社会福祉学部について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

区分：一般 

出願資格 

 

次のいずれかに該当する者 

(1)～(6) （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

選抜方法 

学力検査及び面接によって行い、総合点の順位により判

定します。 

総合問題 200 点 

面 接 200 点 

合 計 400 点 

 

 

区分：一般 

出願資格 

次のすべてに該当する者 

１ 次のいずれかに該当する者 

(1)～(6) （略） 

２ 英語に関して次のいずれかの条件を満たす者 

(1) 1に掲げる学校において英語の科目を４単位以

上修得していること。 

(2) 実用英語技能検定２級以上の資格を有してい

ること。 

(3) TOEIC など社会福祉学部が認める検定試験を

2025 年 4 月以降に受検し、実用英語技能検定２

級以上と同等の試験結果を得ていること。 

選抜方法 

学力検査及び面接によって行い、総合点の順位によ

り判定します。 

総合問題 100 点 

面 接 100 点 

合 計 200 点 

※ 総合問題には英文を読解する問題は含みませ

ん。 



区分：推薦 

出願資格 

次のすべてに該当し、学長又は校長が責任を持って推薦

できる者 

(1)～(3) （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分：推薦 

出願資格 

次のすべてに該当し、学長又は校長が責任を持って

推薦できる者 

(1)～(3) （略） 

(4) 英語に関して次のいずれかの条件を満たす者 

① (1)に掲げる学校において英語の科目を４単位

以上修得していること。 

② 実用英語技能検定２級以上の資格を有してい

ること。 

③ TOEIC など社会福祉学部が認める検定試験を

2025 年 4 月以降に受検し、実用英語技能検定２

級以上と同等の試験結果を得ていること。 

 

２ 短期大学部 

  盛岡短期大学部について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

募集人員 

生活科学科生活デザイン専攻 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 １５ 名 

学校推薦型

選抜 

A ３ 名 

B ７ 名 

社会人選抜 若干名 

計 ２５ 名 

 

 

生活科学科食物栄養学専攻 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 １５ 名 

学校推薦型

選抜 

A ３ 名 

B ７ 名 

社会人選抜 若干名 

計 ２５ 名 

 

 

 

大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点 

生活科学科生活デザイン専攻 

試験区分 教科等 配点 

大学入学共通テスト 

国語 100 

数学 200 

理科 100 

外国語 200 

計 600 

個別学力検査等 

小論文 100 

調査書 50 

計 150 

合計 750 

 

 

募集人員 

生活科学科生活デザイン専攻 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 １０ 名 

学校推薦型

選抜 

県内 A ３ 名 

県内 B ７ 名 

全 国 ５ 名 

社会人選抜 若干名 

計 ２５ 名 

 

生活科学科食物栄養学専攻 

選抜区分 募集人員 

一般選抜 １５ 名 

学校推薦型

選抜 

県内 A ３ 名 

県内 B ７ 名 

社会人選抜 若干名 

学士・短期大学士・専門士選抜 若干名 

計 ２５ 名 

 

 

大学入学共通テスト・学力検査等の配点 

生活科学科生活デザイン専攻 

試験区分 教科等 配点 

大学入学共通テスト 

国語 100 

数学 100 

理科 100 

外国語 100 

計 400 

学力検査等 

小論文 100 

調査書 50 

計 150 

合計 550 

 

 



学校推薦型選抜（一般）の出願資格 

調査書の全体の学習成績の状況 

 学習成績の状況 

生活科 

学科 

生活デザイン専攻 3.8 

食物栄養学専攻 4.0 

国際文化学科 3.8 

 

学校推薦型選抜（一般）の推薦人数 

 推薦人数 

生活科学科 
生活デザイン専攻 ２ 名 

食物栄養学専攻 １ 名 

国際文化学科 ２ 名 

計 ５ 名 

 

 

 

 

 

 

生活科学科社会人選抜の出願資格を満たす年齢 

  入学する年度の４月１日時点で満 23 歳に達している者 

 

学校推薦型選抜（一般）の出願資格 

調査書の全体の学習成績の状況 

 学習成績の状況 

生活科 

学科 

生活デザイン専攻 3.8 

食物栄養学専攻 3.8 

国際文化学科 3.8 

 

学校推薦型選抜（一般）の推薦人数 

 

推薦人数 

県内 

高校 

県外 

高校 

生活

科学

科 

生活 

デザイン

専攻 

県内 A 

県内 B 
３ 名 ― 

全 国 ２ 名 ２ 名 

食物栄養 

学専攻 

県内 A 

県内 B 
２ 名 ― 

国際文化学科 ２ 名 ― 

計 ９ 名 ２ 名 

 

生活科学科社会人選抜の出願資格を満たす年齢 

  入学する年度の４月１日時点で満 20 歳に達して

いる者 

 

  



３ 研究科  

社会福祉学研究科前期課程について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

出願資格 

１ 一般  （略） 

２ 社会人 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選抜方法 

１ 一般  （略） 

２ 社会人 （略） 

出願資格 

１ 一般  （略） 

２ 社会人 （略） 

３ 外国人留学生 

日本国籍を有しない者（日本国永住者を除く。）で、

志願区分「一般」の出願資格の(1)から(9)まで((9)の①

を除く。)のいずれかに該当し、かつ次の項目のいずれ

かについて該当する者 

(1) 独立行政法人日本学生支援機構が行う日本留学試

験の日本語科目で 230 点以上を、出願期間の前日か

ら起算して２年前の日以降に取得している者。 

(2) 公益財団法人日本国際教育支援協会又は独立行政

法人国際交流基金が行う日本語能力試験の合計点

が、レベル N1 にあっては 110 点以上、レベル N2

にあっては 150 点以上を、出願期間の前日から起算

して２年前の日以降に取得している者。 

 

選抜方法 

１ 一般  （略） 

２ 社会人 （略） 

３ 外国人留学生 

入学者の選抜は、専門科目（日本語）、面接（日本語）

の結果及び出願書類等を総合して判定します。 

（専門科目は、共通問題と、２つのコースのうちか

ら、受験者が志望するコースの問題を課します。） 

 

社会福祉学研究科後期課程について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

出願資格 

次のいずれかに該当する者 

１～６ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願資格 

1 一般 

次のいずれかに該当する者 

(1)～(6) （略） 

2 外国人留学生 

日本国籍を有しない者（日本国永住者を除く。）で、

志願区分「一般」の出願資格の(1)から(7)までのいず

れかに該当し、かつ次の項目のいずれかについて該当

する者 

(1) 独立行政法人日本学生支援機構が行う日本留学

試験の日本語科目で 230 点以上を、出願期間の前

日から起算して２年前の日以降に取得している者。 

(2) 公益財団法人日本国際教育支援協会又は独立行

政法人国際交流基金が実施する日本語能力試験の

合計点が、レベル N1 にあっては 110 点以上、レ

ベル N2 にあっては 150 点以上を、出願期間の前

日から起算して２年前の日以降に取得している

者。 

 

 



ソフトウェア情報学研究科前期課程、後期博士課程について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

出願資格 

外国人留学生 

【本研究科の指定する英語検定試験についての基準】 

資格名称 基 準 

TOEFL (iBT) 50点以上 

TOEIC 480点以上 

 

 

 

出願資格 

外国人留学生 

【本研究科の指定する英語検定試験についての基準】 

資格名称 基 準 

TOEFL (iBT) 61点以上 

IELTS 5.0点以上 

TOEIC (L&R) 600点以上 

 

 

 

総合政策研究科前期課程について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

出願資格 

１ 一般 

２ 社会人 

３ 外国人留学生 

 

 

選抜方法 

 １ 一 般    専門科目、英語、面接、出願書類 

 ２ 社会人    面接、出願書類 

 ３ 外国人留学生 専門科目、面接、出願書類 

 

 

 

 

選抜日時 

 １次募集 ９月 

 ２次募集 ２月 

出願資格 

１ 一般 

２ 推薦（学内） 

３ 社会人 

４ 外国人留学生 

 

選抜方法 

 １ 一 般    専門科目、口頭試問、出願書類 

 ２ 推薦（学内） 口頭試問、出願書類 

３ 社会人    専門科目、口頭試問、出願書類 

 ４ 外国人留学生 専門科目、口頭試問、出願書類 

※ 専門科目は事前面談により受入承諾を認めた場合

は免除 

 

選抜日時 

 １次募集 ７月 

 ２次募集 ２月（ただし推薦（学内）を除く） 

 

 

総合政策研究科後期課程について、次のとおり変更します。 

変更前 変更後 

出願前の事前相談（面談） 

面談を受けることが強く推奨されます。 

  

選抜方法 

  面接、修士論文とその要旨あるいは修士論文に準じる

業績を示すもの、出願書類 

（面接は、修士論文あるいは修士論文に準じる業績の

発表を含む。） 

 

 

選抜日時 

 １次募集 ９月 

 ２次募集 ２月 

出願前の事前面談 

 面談を受けることが必須です。 

 

選抜方法 

口頭試問、修士論文とその要旨、あるいは修士論

文に準じる業績を示すもの、出願書類 

（口頭試問は、修士論文あるいは修士論文に準じ

る業績の発表を含む。事前面談を受けていないもの

は口頭試問を受ける資格がないものとする。） 

 

選抜日時 

 １次募集 ７月 

 ２次募集 ２月 

 

 


